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ある。主屋は、入母屋造り棧本瓦葺きで、長屋
門（大門）は入母屋造り本瓦葺き。式台付き
の大玄関や両開きの大戸口、馬に乗ったまま
出入りできる長屋門（大門）、物見格子などに
武家屋敷としての構えを見せている。武家屋
敷が農村地域にあり、現存していることはまれ
なことから、主屋と大門の2棟が、平成10年2月
に守口市指定有形文化財『建造物第1号』に
指定されている。現在「旧中西家住宅」はもり
ぐち歴史館として、見学はもちろん、文化的な
催しの場として利用されている。   （岡村宜憲）

北河内
　中西家は、清和源氏多田満仲の子孫であ
り、中西の姓を始めて名のったのが建永年間

（1206 〜 7）源仲時の頃と伝えられている。そ
の後、14 代目当主の中西要保が尾張徳川家と
姻戚関係を持ったことなどから後に尾張藩天
満御屋敷奉行などを務めた河内きっての名家
の一つである。創建は弘治元年（1555）、その
後元和 2 年（1616）と寛政 5 年（1793）に再建
され現在の建物は寛政 5 年建立されたもので

旧中西家住宅
（もりぐち歴史館）

■地域活動■

威風堂々とした屋根形状の梅林寺本堂

まちあるき　建物散策

所在地：大阪府茨木市片桐町 1 番 3 号
当寺院は基本的に非公開。庭先の見学程度は許される
かも知れないので一度庫裏にて問い合わせを。
最寄駅：阪急茨木市駅下車 徒歩約 5 分  JR 茨木駅下車 徒歩約 15 分
TEL：072-622-6433

所在地：守口市大久保町 4-2-26
最寄駅：京阪「大和田」駅から北へ徒歩約 20 分
開館時間：10：00 〜 17：00（入館は 16：30 まで）
休館日：毎週月曜日（祝日の時はその翌日）、12月29日〜1月3日
TEL・FAX：06-6903-3601

所在地：堺市堺区神明町東 3 丁 1-10
最寄駅：阪堺線 神明町駅下車 徒歩約 5 分
無休　拝観時間：9：00 〜 16：00
拝観料：無料
TEL：072-232-4417

所在地：岸和田市本町 8-12
最寄駅：南海本線蛸地蔵駅下車北西へ徒歩約 7 分、まちづくり館に近接
開館時間：9：00 〜 22：00（イベント等の利用時には要予約）
使用料：半日で 3500 円  1日（9 時から17 時）で 6000 円
問合せ：代表者 吉野裕子さん　TEL：0724-22-0159

みしま野
　梅林寺は茨木神社の東側約 50m 位の
位置にあり、茨木神社と共に茨木市内旧
市街地の中心に位置している。創建年代
については詳らかではないが、平安時代
中期に源頼義の勅願所として真言宗の寺
院として建てられ、大永元年（1521 年）
に浄土宗寺院として中興されたと聞く。
当寺院には戦国武将・中川清秀の墓所や
その中川氏に宛てた豊臣秀吉（当時は羽

柴秀吉）の書状も残っている。寺院伽藍
は本堂・庫裏・鐘楼・山門から構成され
ており、本堂と庫裏が正面玄関を同じ方
向に向けて並存している。本堂は文化元
年（1804 年）に創建されたものとされ
ており、桁行 8 間・梁間 7 間、木造本
瓦葺である。屋根は天平の甍を思わせる
威風堂々とした形状で、文化年間に製作
され、以前はその屋根に上がっていたと
される鯱鉾が現存しており、創建当初か
らの威容を偲ばせている。　（神保　勲）

堺
　西本願寺堺別院は、足利義氏の第四子祐
氏が、本願寺覚如（親鸞の曾孫） に帰依して、
寺を創建したのがその初めと伝えられている。
後、第五世樫木屋道顕が、文明 2 年（1470）
堂宇を再建し蓬如を招き落慶の導師とした。
また 同 8 年には境内に信証院というー宇を営
み、蓮如がここに居住した。よって、現在も信
証院と呼んでいる。明治 4 年から明治 14 年ま
で、堺県庁がここにおかれており、明治10 年に、

明治天皇が堺県へこられた時に、ここへも立
ちよられた。本堂は文政 8 年（1825）に再建
されたものであるが、堺市に現存する木造建
築としては最大のものである。与謝野鉄幹の
父が西本願寺の院内僧であった関係で、 戦後
晶子の歌碑がたてられた。歌碑は晶子の筆跡
で、 「劫初より 作リいとなむ殿堂に われも黄金
の釘 ひとつ打つ」ときざまれてある。大阪府
の天然記念物指定にされている、「西本願寺
堺別院のいちょう」も、境内にあり、何か、落
ち着いた気持ちにさせてもらえる。（七堂元敏）

いずみ野
　町家　光輪庵（こうりんあん）は、岸
和田市本町の紀州街道に面して建ってい
る。当該地区は岸和田市の歴史的まちな
み保全地区に指定されており、昔の町並
みを保存・活用したまちづくりが展開さ
れている。光輪庵は、江戸時代の旧家を
改修したもので現在は、ギャラリー、音
楽会、会議など様々なイベントに利用さ
れている。建築的には間口が 3 間で奥

行きが 8 間の中 2 階を持つ町家で、屋
根を本瓦で葺き、外壁はしっくい塗りの
壁と格子によって構成されている。内部
に入ると引出しを組み込んだ「箱階段」
や壁の一部を床の間とした「織部床」、
縁側に設けられている昔ながらのガラス
戸などが目を引く。この光輪庵は、江戸・
明治・大正・昭和と人が住み続けてきた
歴史の味わいと現代日本人が失いつつあ
る日本の文化を感じることのできる貴重
な建築物であると言える。　（平塚隆史）

在郷の武家屋敷として極めて貴重な旧中西家住宅

落ち着いた佇まいの西本願寺堺別院

しっくい塗りの壁と格子が美しい光輪庵

梅林寺本堂
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